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X17b ハーシェル宇宙望遠鏡による原始銀河団探査 II
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我々は遠方宇宙における原始銀河団において爆発的星形成銀河がどれくらい出現するのかを調べるため、SSA22,
HS1700, 2QZ Cluster (赤方偏移 z = 3.1, 2.3, 2.2) という 3つの原始銀河団をハーシェル宇宙望遠鏡を用いて観測
した。前回はその初期解析として S350 > 25 mJy, S350 > S250という天体選択を用いたが、今回は各原始銀河団の
赤方偏移にあわせた修正黒体輻射 (Td ∼ 30 ∼ 40)の SEDを仮定し、その色 (S500, S350, S250)と合うSX > 12 mJy
の天体を選択するという手法を取った。その結果、少なくともHS1700 においては静止系紫外光の観測から見つ
かっている銀河の密度ピーク付近の 2.5’ (∼ 4 Mpc)の領域で LFIR > 5.0× 1012L⊙の銀河の高密度領域を高い有
意性で検出できた。これは原始銀河団での爆発的星形成銀河の活発な星形成活動を捉えている可能性を示唆して
いるが、正確な赤方偏移が分からないため星形成率密度を求めることが難しい。そこで今後は多波長データに基
づいて爆発的星形成銀河の対応天体を同定し、分光観測に繋げていきたい。


